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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第95期
第３四半期
連結累計期間

第96期
第３四半期
連結累計期間

第95期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 9,894 9,502 12,872

経常利益 (百万円) 646 513 644

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(百万円) 545 443 512

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 989 1,198 1,006

純資産額 (百万円) 3,823 4,974 3,840

総資産額 (百万円) 14,769 15,792 14,867

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 670.03 544.22 629.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.9 31.5 25.8
 

 

回次
第95期
第３四半期
連結会計期間

第96期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 398.28 410.16
 

 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　平成29年10月１日付で普通株式10株について１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期）純利益金額を算定しており

ます。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結は行われておりません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済政策等により雇用・所得環境の改善が続く中

で、輸出や生産に加え民間設備投資が持ち直すなど緩やかな回復基調で推移しました。一方で、海外経済の不確実

性や金融資本市場の変動等が日本経済に影響を及ぼしかねない状況が続いております。

このような情勢の中で当社グループは、中期経営計画「本業回帰で筋肉質な企業体質を実現する！」の３年目の

年として、平成31年度までに連結売上高120億円以上、安定的に連結売上高営業利益率４％以上を実現するため、重

点課題である「事業の選択と集中」、「差別化新製品の開発」及び「固定費の最小化」に取り組んでまいりまし

た。また、中期経営計画達成のため、効果的な事業戦略を検討する「Project Skye」のもと、４つのタスクフォ－

スを中心に改革を継続推進しております。

これらの取り組みを実施してまいりましたが、前期特需により大幅に増収となった反動減が影響し、当第３四半

期連結累計期間における当社グループの売上高は、95億2百万円（前年同期比4.0％減）となりました。　

損益面につきましても営業利益4億9千9百万円（前年同期比11.5％減）、経常利益5億1千3百万円（前年同期比

20.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は4億4千3百万円（前年同期比18.8％減）となりました。

 
 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

・機器装置事業

機器装置事業につきましては、上記「Project Skye」による営業・サービス改革の効果もあり、ボイラー、

ヒーター、業務用エコキュート等の熱源機器、空調機器では直暖機器、ヒートポンプ式外調機の売上が順調に

推移し、環境機器も電気ヒーターを中心に順調に推移しましたが、前期大幅な増収であったサーモデバイス機

器は反動減により減収となりました。

その結果、当事業の売上高は61億9千6百万円（前年同期比9.0％減）となりました。

 

・素形材加工事業

素形材加工事業につきましては、景観製品は特殊高欄（デザイン高欄）が低調に推移し、売上が減少しまし

た。鋳造品は精密鋳造品が堅調に推移しましたが、特殊鋳造品は低調に推移し、売上が減少しました。

　　　その結果、当事業の売上高は11億5千9百万円（前年同期比1.6％減）となりました。
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・サービスエンジニアリング事業

サービスエンジニアリング事業につきましては、リニューアル工事及び設備工事が順調に推移し、売上が増

加しました。

　その結果、当事業の売上高は21億4千6百万円（前年同期比12.6％増）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は8千万円であります。

　

　(4) 主要な設備

新設、休止、大規模改修、除却、売却等により、当第３四半期連結累計期間に著しい変動があった設備は、

次　　のとおりであります。

　　 

     新設

会社名
事業所名

所在地 セグメントの名称 設備の内容
投資金額
(百万円)

完了年月

昭和鉄工(株)
本社

福岡県糟屋郡
宇美町

全社 本社社屋 246 平成29年11月
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,400,000

計 2,400,000
 

(注）平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会において、株式併合に係る議案が承認可決されたため、株式併合の

効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は21,600,000株減少し、2,400,000株となってお

ります。

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 897,000 同左 福岡証券取引所
単元株式数は100株でありま
す。

計 897,000 同左 ― ―
 

(注）１．平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株

につき１株の割合で併合）を行っております。これにより、提出日現在の発行済株式総数は、8,073,000株

減少し、897,000株となっております。

２．平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合を行う定款変更

が行われ、単元株式数は1,000株から100株となっております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年10月1日 △8,073 897 ― 1,641 ― 532

 

(注）平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株につ

き１株の割合で併合）を行っております。これにより、株式併合後の発行済株式総数は、8,073,000株減少し、

897,000株となっております。

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普 通 株 式 　 
825,000　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,054,000 8,054 ―

単元未満株式 普通株式  　91,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 普通株式 8,970,000 ― ―

総株主の議決権 ― 8,054 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数３個)

含まれております。

２　「単元未満株式」には当社所有の自己株式995株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日である平成29年９月30日の株主名簿により記載しております。

４　平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株

につき１株の割合で併合）を行っております。これにより、提出日現在の発行済株式総数は、8,073,000株減

少し、897,000株となっております。

５　平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合を行う定款変更

が行われ、単元株式数は1,000株から100株となっております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　昭和鉄工株式会社

福岡県糟屋郡宇美町大字宇
美3351番地８

825,000 ― 825,000 9.20

計 ― 825,000 ― 825,000 9.20
 

（注）１．上記は直前の基準日である平成29年９月30日の株式数を記載しております。

２．平成29年６月28日開催の第95回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10

株につき１株の割合で併合）を行っております。当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は単元未満

株式と合わせて82,629株となっております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,496 2,997

  受取手形及び売掛金 3,622 ※1  3,251

  電子記録債権 228 ※1  388

  有価証券 － 200

  商品及び製品 217 283

  仕掛品 888 1,081

  原材料 304 356

  その他 41 122

  貸倒引当金 △4 △3

  流動資産合計 8,794 8,678

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,611 1,611

   その他（純額） 1,103 1,416

   有形固定資産合計 2,715 3,028

  無形固定資産 60 60

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,826 3,572

   その他 497 479

   貸倒引当金 △26 △26

   投資その他の資産合計 3,296 4,024

  固定資産合計 6,072 7,113

 資産合計 14,867 15,792

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,691 ※1  2,846

  短期借入金 3,520 3,737

  未払法人税等 121 33

  その他 1,161 899

  流動負債合計 7,494 7,516

 固定負債   

  長期借入金 805 375

  退職給付に係る負債 2,139 2,066

  繰延税金負債 212 487

  その他 374 371

  固定負債合計 3,532 3,301

 負債合計 11,027 10,817
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,641 1,641

  資本剰余金 1,225 1,225

  利益剰余金 1,028 1,406

  自己株式 △147 △147

  株主資本合計 3,747 4,125

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 575 1,247

  為替換算調整勘定 74 78

  退職給付に係る調整累計額 △556 △477

  その他の包括利益累計額合計 93 848

 純資産合計 3,840 4,974

負債純資産合計 14,867 15,792
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 9,894 9,502

売上原価 7,495 7,160

売上総利益 2,398 2,341

販売費及び一般管理費 1,834 1,842

営業利益 564 499

営業外収益   

 受取利息 11 3

 受取配当金 67 72

 為替差益 45 -

 その他 19 25

 営業外収益合計 144 101

営業外費用   

 支払利息 47 40

 持分法による投資損失 6 13

 その他 8 33

 営業外費用合計 62 88

経常利益 646 513

税金等調整前四半期純利益 646 513

法人税、住民税及び事業税 100 70

法人税等合計 100 70

四半期純利益 545 443

親会社株主に帰属する四半期純利益 545 443
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 545 443

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 429 671

 退職給付に係る調整額 85 79

 持分法適用会社に対する持分相当額 △71 4

 その他の包括利益合計 443 755

四半期包括利益 989 1,198

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 989 1,198

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形満期日をもって決済処理しております。また、四

半期連結会計期間末日電子記録債権の会計処理については、電子記録債権決済日をもって決済処理しております。

 なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権が四半期連結会計期間末残高から除かれております。

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

受取手形 ―百万円 135百万円

電子記録債権 ―百万円 1百万円

支払手形 ―百万円 77百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費  120百万円  129百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 40 5.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 65 8.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

機器装置事業 素形材加工事業
サービスエンジニア
リング事業

売上高     

  外部顧客への売上高 6,810 1,178 1,905 9,894

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5 18 71 95

計 6,816 1,197 1,977 9,990

セグメント利益又は損失
（△）

583 △107 88 564
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 564

四半期連結損益計算書の営業利益 564
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

合計

機器装置事業 素形材加工事業
サービスエンジニア
リング事業

売上高     

  外部顧客への売上高 6,196 1,159 2,146 9,502

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2 20 80 104

計 6,199 1,180 2,227 9,606

セグメント利益又は損失
（△）

445 △102 157 499
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 499

四半期連結損益計算書の営業利益 499
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益 670.03円 544.22円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 545 443

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(百万円)

545 443

普通株式の期中平均株式数(千株) 814 814
 

(注)１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ

ん。

２．平成29年10月１日付で普通株式10株について１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

昭和鉄工株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮   本   芳   樹   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中   野   宏　　治   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭和鉄工株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和鉄工株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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